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令和７年度大規模地震時医療活動訓練
青森県の訓練概要について



1

訓練の全体概要 令和７年３月２１日内閣府医（防災担当）

１ 目的

日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震を想定し、「日本海溝・千島海溝周辺型地震における具体的な応急対策

活動に関する計画」（令和５年５月２３日中央防災会議幹事会決定）に基づき、国、地方公共団体等が連携し

て、大規模地震時医療活動に関する総合的な実動訓練を実施し、当該活動に係る組織体制の機能と実効性に関

する検証を行うとともに、防災関係機関相互の協力の円滑化を図る。

２ 実施日

令和７年９月５日（金）・６日（土）

３ 訓練想定

令和７年９月５日（金）●時に、日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震が発生し、北海道、青森県、岩手県及

び宮城県に甚大な被害が発生

４ 参加機関（予定）

内閣官房、内閣府、警察庁、消防庁、厚生労働省（DMAT事務局含む）、国土交通省、海上保安庁、防衛省、

国立研究開発法人防災科学技術研究所、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構、日本赤十字社、東日本高速

道路株式会社、北海道、青森県、岩手県、宮城県ほか

５ 主な訓練項目及び実施主体

・地域医療活動訓練(本部運営、地域医療搬送、参集拠点設置、ＳＣＵ運営等)（都道府県（支援：ＤＭＡＴ事

務局））

・ＤＭＡＴの参集、活動訓練（ＤＭＡＴ事務局、都道府県）

・広域医療搬送訓練（内閣府、厚生労働省・ＤＭＡＴ事務局、防衛省、都道府県ほか）
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大規模地震時医療活動訓練の実施状況

区分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

訓練日 R2.9.13 R3.10.30 R4.10.1 R5.9.30 R6.9.28
R7.9.5
R7.9.6

想定地震

日本海溝・
千島海溝周
辺海溝型地
震

東日本大震災
と同様の災害

南海トラフ
地震

南海トラフ
地震

首都直下地
震

日本海溝・
千島海溝周
辺海溝型地
震

南海トラフ
地震

被災地

北海道 岩手県
宮城県
福島県

静岡県
愛知県
三重県
和歌山県

徳島県
香川県
愛媛県
高知県
大分県
宮崎県

埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県

北海道

青森県
岩手県
宮城県

未定
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訓練概要

１ 災害想定

○地震の概要

・発生日時 令和７年９月５日（金） １１時００分頃

・震央地名 青森県東方沖

・地震の深さ ４０㎞

・規模 マグニチュード９．１（最大震度６強）

○警報等

・９月５日（金）１１時０３分、青森県太平洋沿岸、岩手県、宮城県、北海道太平洋東部に

大津波警報が発表。１１時３８分に太平洋沿岸を中心に津波が到達した。

・東北電力（株）東通原子力発電所に関する原子力災害警戒事態が発表。

・同日１８時００分には、青森県太平洋沿岸、青森県日本海沿岸、岩手県、宮城県、北海道

太平洋沿岸中部及び北海道太平洋側東部に出ていた大津波警報が津波警報に切り替わった。

・９月６日（土）４時００分までに、全ての津波警報及び津波注意報は解除。
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青森県における日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震の災害想定

最大震度６強 ４市／１３市町村

最大震度６弱 ６市／１４市町村

震源に近い太平洋沿岸の地域の広範囲で震度
６弱や震度６強が予測される。
震源から遠い内陸部でも広範囲で震度５強の

揺れが予測され、津軽平野などで震度６弱が予
測。

令和３年度青森県地震・津波被害想定調
査結果（太平洋側海溝型地震）より

２．津波による浸水予測

最大津波高 津波到達時間

八戸市 ２６．１m ３８分

青森市 ５．４m ９６分

むつ市 ５．４m １６０分

１．地震による揺れの予測

地震発生後、本県沿岸に津波が到達すること
が予測されており、特に太平洋側で２５メート
ル以上の津波が想定される。

○八戸、青森、むつ市における最大津波高等
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災害想定

２ 震度分布（市町村最大震度）

西北
地域

五所川原市 6弱

つがる市 6弱

鰺ヶ沢町 6弱

深浦町 5強

板柳町 6弱

鶴田町 6弱

中泊町 6弱

区分
最大
震度

東青
地域

青森市 6弱

平内町 6強

今別町 6弱

蓬田村 6強

外ヶ浜町 6弱

中南
地域

弘前市 6弱

黒石市 6弱

平川市 6弱

西目屋村 5強

藤崎町 6弱

大鰐町 6弱

田舎館村 6弱

区分
最大
震度

下北
地域

むつ市 6強

大間町 6弱

東通村 6強

風間浦村 6強

佐井村 6弱

上北
地域

十和田市 6強

三沢市 6強

野辺地町 6強

七戸町 6強

六戸町 6強

横浜町 6強

東北町 6強

六ケ所村 6強

おいらせ町 6強

三八
地域

八戸市 6強

三戸町 6弱

五戸町 6強

田子町 6弱

南部町 6強

階上町 6強

新郷村 6弱
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災害想定

３ 人的被害

区分

死者数 負傷者

建
物
倒
壊

津
波

火
災

建
物
倒
壊

津
波

火
災

合
計計 計

東青
地域

青森市 0 20,000 0 20,000 230 3,800 0 4,030 24,030

平内町 0 70 0 70 50 60 0 110 180

今別町 0 130 0 130 0 70 0 70 200

蓬田村 0 70 0 70 20 40 0 60 130

外ヶ浜町 0 300 0 300 30 90 0 120 420

中南
地域

弘前市 0 0 0 0 240 0 0 240 240

黒石市 0 0 0 0 60 0 0 60 60

平川市 0 0 0 0 60 0 0 60 60

西目屋村 0 0 0 0 0 0 0 0 0

藤崎町 0 0 0 0 60 0 0 60 60

大鰐町 0 0 0 0 10 0 0 10 10

田舎館村 0 0 0 0 30 0 0 30 30

西北
地域

五所川原市 0 0 0 0 140 0 0 140 140

つがる市 0 0 0 0 50 0 0 50 50

鰺ヶ沢町 0 10 0 10 10 20 0 30 40

深浦町 0 70 0 70 0 30 0 30 100

板柳町 0 0 0 0 50 0 0 50 50

鶴田町 0 0 0 0 20 0 0 20 20

中泊町 0 30 0 30 20 40 0 60 90

下北
地域

むつ市 0 2,800 0 2,800 140 1,800 0 1,940 4,740

大間町 0 300 0 300 ＊ 50 0 50 350

東通村 0 380 0 380 30 80 0 110 490

風間浦村 0 370 0 370 10 40 0 50 420

佐井村 0 70 0 70 0 20 0 20 90

上北
地域

十和田市 0 0 0 0 220 0 0 220 220

三沢市 0 530 10 540 280 260 10 550 1,090

野辺地町 0 30 0 30 40 0 0 40 70

七戸町 0 0 0 0 100 0 0 100 100

六戸町 0 0 0 0 30 0 0 30 30

横浜町 0 0 0 0 20 0 0 20 20

東北町 0 60 0 60 150 10 0 160 220

六ケ所村 0 850 0 850 90 200 0 290 1,140

おいらせ
町

0 1,700 0 1,700 100 190 0 290 1,990

三八
地域

八戸市 3016,000 11016,140 2,200 1,900 110 4,21020,350

三戸町 0 0 0 0 40 0 0 40 40

五戸町 0 0 0 0 120 0 0 120 120

田子町 0 0 0 0 20 0 0 20 20

南部町 0 0 0 0 130 0 0 130 130

階上町 0 130 0 130 130 10 0 140 270

新郷村 0 0 0 10 0 0 10 10

青森県 3043,900 12044,050 4,940 8,710 12013,77057,820

区分

死者数 負傷者

建
物
倒
壊

津
波

火
災

建
物
倒
壊

津
波

火
災

合
計計 計
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訓練概要

４ 交通アクセス想定

【主要幹線道路】

①高速道路（東北自動車道）

⇒通行可

②みちのく有料道路

（第二みちのく有料道路含）

⇒通行可

③東北縦貫自動車道八戸線

⇒通行可

【国道及び県道】

＜八戸市＞

④八戸駅より海側⇒通行不可

⑤国道３４０号 ⇒通行可

⑥県道４５号 ⇒通行可

⑦県道１０４号 ⇒通行可

①

③

②

④

⑤

⑥

⑦
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訓練概要

３ 訓練場所、参加機関

○訓練場所（予定）

県庁、保健所等、県内災害拠点病院、県内災害拠点精神科病院、県内医療機関、市町村【調

整中】、社会福祉施設、高速道路岩手山SA、YSアリーナ八戸

○訓練参加機関（予定）

青森県、県内災害拠点病院、県内災害拠点精神科病院、県内医療機関、県医師会、

県薬剤師会、県内各関係団体、青森県警察本部、陸上自衛隊、市町村、各消防本部、

ＤＭＡＴ事務局、ＤＰＡＴ事務局、中日本航空株式会社、各協定事業者、ＮＥＸＣＯ東日本、

防災科学技術研究所 等



9

主な訓練項目
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主な訓練項目

１ 保健医療福祉調整本部設置・運営訓練

２ ＤＭＡＴ参集・活動訓練等

３ ＤＰＡＴ参集・活動訓練

４ 避難所支援訓練

５ 社会福祉施設関係訓練

６ 国際医療チーム受援実働訓練

７ 原子力災害医療訓練
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各訓練の概要
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１ 保健医療福祉調整本部等設置・運営訓練

１ 訓練内容

（１）実災害を想定した保健医療福祉調整本部の設置・運営

・ 調整本部が把握したニーズを集約・整理の上、災害医療コーディネーターや統括DHEAT

等と連携し、各チームや関係機関との情報連携や連絡調整を行う

（２）保健医療福祉現地調整本部の設置・運営

・ 現地調整本部を保健所に設置した想定で、地域災害コーディネーター等と連携し関係

機関との情報連携や連絡調整を行う

２ 訓練場所

県庁（災害対策本部室、会議室等）

３ 訓練参加者（予定）

県（健康医療福祉部、危機管理局、警察本部）、市町村、災害医療コーディネーター、

統括ＤＨＥＡＴ、災害時小児周産期リエゾン、災害福祉コーディネーター、自衛隊、

ドクターヘリ基地病院、県医師会、日本赤十字社青森県支部コーディネートチーム、

県歯科医師会、県透析医会、県薬剤師会、県看護協会、消防本部 等
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２ ＤＭＡＴ参集・活動訓練

１ 訓練内容

（１）ＤＭＡＴ調整本部の設置・運営

• 災害対策本部内にＤＭＡＴ調整本部を設置し、被災地の状況や医療ニーズの把握や関係
機関と情報共有などを行う

• 被害状況等を踏まえた病院等への支援を目的としたＤＭＡＴの投入フローを立案・作成

（２）ＤＭＡＴ参集拠点本部・ＤＭＡＴ活動拠点本部の設置・運営

• ＤＭＡＴ参集拠点の設置・参集（病院本部との連携・調整）

• 地域内の医療機関の被害状況の把握、支援活動

（３）ロジスティックス訓練

• 新ＥＭＩＳを活用した被害状況等の把握を踏まえた医薬品などの物資の配分計画の立案、
作成

• 患者や物資の効率的な搬送計画の立案、作成

• 提供事業者（医薬品、酸素、水、燃料等）との通信訓練
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２ ＤＭＡＴ参集・活動訓練

２ 訓練場所

（１）県庁（災害対策本部室）

（２）高速道ＳＡ（岩手山ＳＡ）、災害拠点病院、YSアリーナ八戸

（３）災害拠点病院、医療機関、社会福祉施設、避難所 等【調整中】

３ 訓練参加者（予定）

県（健康医療福祉部、危機管理局、警察本部）、DMAT事務局（他県からのDMATも

含む）、 青森DMAT、中日本航空株式会社、DMAT指定医療機関、県内医療機関、

県医師会、県薬剤師会、協定締結・提供団体・事業者、防災科学技術研究所、県内消防

本部、陸上自衛隊 等



15

２ ＤＭＡＴ参集・活動訓練

４ 人的被害想定

医療圏名 病院種別
*1 総数

病院評価群*2 医療機関からの最大避難者
人的被害

（一般傷病者）0 Ⅰ 0
（病床数）

Ⅰ
（呼吸器台数）

津軽・西北五
医療圏

災害拠点病院 4 0 0 0 0

840一般病院 24 2 5 159 1

総数 28 2 5 159 1

青森・下北
医療圏

災害拠点病院 4 0 0 0 0

6,560一般病院 18 4 5 307 0

総数 22 4 5 307 0

八戸・上十三
医療圏

災害拠点病院 4 1 1 628 9 

6,370一般病院 34 14 5 2,795 4

総数 38 15 6 3,423 13

*1 災害拠点病院の分類にDMAT指定医療機関（予定）も含む

*2 病院評価群について：
評価０＝場の安全確保不可（倒壊や浸水のリスクが高いなど）⇒全避難の可能性がある病院
評価Ⅰ＝生命機能維持不可（停電のリスクが高いなど）⇒一部避難および籠城の可能性がある病院
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２ ＤＭＡＴ参集・活動訓練

５ 訓練組織図

ＤＭＡＴ調整本部

消防応援
活動調整本部

自衛隊・警察等
関係機関

統括調整部
青森県保健医療調整本部

青森県災害対策本部

青森・下北医療圏
ＤＭＡＴ活動拠点本部
（青森県立中央病院）岩手山ＳＡ

DMAT
参集拠点本部

関係消防本部（調整中）

青
森
県
立
中
央
病
院
支
援
指
揮
所

○
〇
病
院
支
援
指
揮
所

八戸・上十三医療圏
ＤＭＡＴ参集・活動拠点本部

（YSアリーナ八戸）

八
戸
市
立
市
民
病
院
支
援
指
揮
所

○
〇
病
院
支
援
指
揮
所

○
〇
病
院
（
調
整
中
）

支
援

○
〇
病
院
（
調
整
中
）

支
援

津軽・西北五医療圏
ＤＭＡＴ活動拠点本部

（弘前大学医学部附属病院）

連携

○
〇
病
院
（
調
整
中
）

支
援

航空医療調整担当

災害医療C
統括DHEAT

関係機関リエゾン

ＤＰＡＴ調整本部

○
〇
病
院
支
援
指
揮
所

弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
支
援
指
揮
所

対策班
航空機運
用調整
チーム
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２ ＤＭＡＴ参集・活動訓練

６ ＤＭＡＴ参集・投入フロー

DMAT参集拠点
岩手山SA（下り）

津軽・西北五医療圏
DMAT活動拠点本部

（弘前大学医学部附属病院内）

青森県庁

青森・下北医療圏
DMAT活動拠点本部

（青森県立中央病院内）

八戸・上十三医療圏
DMAT活動拠点本部
（YSアリーナ八戸）

他県
DMAT

青森・下北エリア（青森市・むつ市等）
での活動

八戸・上十三エリア（八戸市・十和田市
等）

での活動

津軽・西北五エリア（弘前市・五所川原市等）
での活動

むつ総合病院
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３ ＤＰＡＴ参集・活動訓練

１ 訓練内容

（１）ＤＰＡＴ調整本部の設置・運営

• 災害対策本部内にＤＰＡＴ調整本部を設置し、被災地の状況や医療ニーズの把握や関
係機関と情報共有を行う。

• 被害状況等を踏まえた精神科病院、診療所、避難所への支援を目的としたＤＰＡＴの
投入フローを立案・作成

（２）ＤＰＡＴ参集拠点本部・ＤＰＡＴ活動拠点本部の設置・運営

• ＤＰＡＴ参集拠点の設置・参集（病院本部との連携・調整）

• 地域内の精神科病院の被害状況の把握、支援活動

２ 訓練場所

（１）県庁（災害対策本部室）

（２）高速道ＳＡ又は災害拠点病院、県内災害拠点精神科病院【調整中】

（３）精神科病院、社会福祉施設、避難所 等【調整中】

３ 訓練参加者（予定）

県（健康医療福祉部、危機管理局）、DPAT事務局、日本DPAT隊員（他県からの日

本ＤＰＡＴ含む）、 青森県ＤＰＡＴ、災害拠点精神科病院、県内精神科病院
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４ 避難所支援訓練

１ 訓練内容

○災害時保健医療福祉活動情報支援システム（Ｄ２４Ｈ）を活用したシステム入力訓練

• Ｄ２４Ｈの入力訓練を主として実施する。（実際の避難所は設置しない）

• 各災害時避難所支援チームはＤ２４Ｈによりラピッドアセスメントシートの作成・報

告を行い、保健医療福祉(現地)調整本部と避難所状況の共有や派遣チーム・物資等の調整

を行う。

２ 訓練場所

県庁（会議室等）

３ 訓練参加者（予定）

県（健康医療福祉部）、青森ＤＭＡＴ、ＤＰＡＴ、災害支援ナース、青い森ＪＲＡＴ、

ＤＷＡＴ、保健師チーム、薬剤師チーム、介護支援専門員協会、ＪＤＡーＤＡＴ
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５ 社会福祉施設関係訓練

１ 訓練内容

○高齢者施設及び障がい児者関係施設の被災状況等の把握

• 「災害時情報共有システム」を用いた、効果的な情報収集を目的とした入力訓練

２ 訓練場所

県庁（災害対策本部室）

３ 訓練参加者（予定）

県（健康医療福祉部）、統括ＤＨＥＡＴ、災害福祉コーディネーター、市町村、事業者
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６ 国際医療チーム受援実働訓練

１ 訓練内容

大規模地震時医療活動訓練を実施する令和７年９月５日（金）～６日（土）に海外の医
療チームが日本へ支援に来るシナリオを想定し、患者の受入や患者搬送など実践的な訓
練を行う。

２ 訓練場所

県庁（机上訓練）、三沢市立三沢病院【調整中】、三沢基地

３ 訓練参加者

（１）海外医療チーム（アメリカ、台湾、韓国）

（２）日本側機関（県（健康医療福祉部）、三沢市立三沢病院、ＤＭＡＴ事務局 等）
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７ 原子力災害医療訓練

１ 訓練想定

地震と津波による被災の影響で、東北電力（株）東通村原子力発電所内で汚染傷病者

が発生。東北電力（株）から、青森県庁及び関係機関に発生通報がなされ、保健医療調

整本部間で情報伝達しながら関係機関へ患者受入・搬送を要請する。

また、原子力災害対策重点区域内の社会福祉施設と通信不可となり、青森県原子力災

害医療調整官は情報収集のため、原子力災害総合支援センターと保健医療調整本部に社

会福祉施設への派遣依頼も要請した。

２ 訓練場所

県庁（災害対策本部室）ほか

３ 訓練内容

（１）原子力災害対策医療本部設営及び運営

（２）原子力災害対策医療本部と保健医療調整本部間の情報伝達

（３）原子力発電所内で発生した被ばく汚染傷病者の搬送・医療対応調整

（４）原子力災害対策重点区域内の社会福祉施設避難に関する調整
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７ 原子力災害医療訓練

４ 訓練参加機関（予定）

高度被ばく医療支援センター、原子力災害医療・総合支援センター：弘前大学

原子力災害拠点病院：青森県立中央病院、八戸市立市民病院

原子力災害医療協力機関：むつ総合病院

搬送機関：下北地域行政事務組合消防本部

原子力事業者：東北電力株式会社青森支店

県内市町村：東通村

青森県：医療薬務課、原子力安全対策課、健康医療福祉政策課
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７ 原子力災害医療訓練（案）

むつ総合病院

八戸市立市民病院
(参集拠点本部・活動拠点本部)

青森県立中央病院
(活動拠点本部)

原子力災害医療・総合支援センター
(弘前大学：活動拠点本部)

：DMAT or 原子力災害医療
派遣チーム派遣フロー

：オンサイト被ばく傷病者
搬送フロー

（搬送調整は公設消防を想定）

青森県庁
(調整本部)

PAZ：発電所から半径５キロ圏内

UPZ：発電所から半径30キロ圏内

☆本訓練では放射線放出前の事象を想定
→PAZ内及びUPZ内の医療活動可能

５ 原子力災害医療訓練フロー

PAZ内の訓練対象社会福祉施設
上：住宅型老人ホーム さくらの里
下：住宅型有料老人ホーム和あっとほーむ

東通村原子力発電所（オンサイト傷病者発生）


